
日
本
で
は
、
峰
で
ご
来
光
を
拝
ん
だ
り
、
正
月
初
日
の
出

を
拝
み
な
が
ら
四
方
拝
が
行
な
わ
れ
る
。
朝
焼
け
の
空
の

地
平
線
に
、
神
々
し
い
太
陽
が
荘
厳
に
浮
び
上
が
る
と
、
人
々

は
皆
感
動
し
て
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
て
拝
み
た
く
な
る
。

日
本
固
有
の
古
神
道
に
も
大
陽
信
仰
、
日
拝
鎮
魂
法
と
い

う
の
が
あ
る
と
聞
く
。
こ
う
し
た
大
陽
礼
拝
の
儀
式
は
、
世
界

各
地
で
行
な
わ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
イ
ン
ド
・
ハ
タ
ヨ
ー
ガ
の
世

界
で
も
、
大
陽
礼
拝
の
ポ
ー
ズ
は
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。

旧
約
聖
書
の
中
で
は
、
唯
一
絶
対
神
は
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
」
で
、
他
の

全
て
の
神
を
偶
像
視
し
て
崇
拝
す
る
事
は
、
厳
し
く
禁
止
さ
れ

た
。
勿
論
大
陽
も
月
も
他
の
天
体
を
拝
む
こ
と
も
、
偶
像
崇
拝

と
見
做
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
人
々
は
そ
の
教
え
に
抗
し
て
、

密
か
に
大
陽
を
崇
拝
す
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
東
を
向
い

て
礼
拝
し
、
日
出(R

ising
Sun

）國
が
在
る
こ
と
に
憧
れ
た
。

「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
「
奇
妙
な
フ
ー
プ
ー
鳥
」

を
三
月
に
脱
稿
。
原
稿
用
紙
換
算
で
全
４
３
０
頁
と
な
っ
た

の
で
、
前
編(

２
２
０
頁
、
三
月
五
日)

、
後
編(

２
１
０
頁
、
三

月
十
五
日)

と
二
回
に
分
け
て
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
。

昨
年
十
二
月
か
ら
構
想
一
ケ
月
余
。
今
年
正
月
明
け
か
ら

本
格
的
な
執
筆
に
取
り
掛
か
り
、
略
二
ケ
月
で
二
つ
の
物
語
を

縦
糸
と
横
糸
に
織
り
込
む
一
枚
の
織
布
、
作
品
を
編
ん
だ
積
り

で
あ
る
。
即
ち
「業
務
上
過
失
致
死
」か
ら
「天
下
り
官
僚
と
の

贈
収
賄
」に
発
展
す
る
事
件
を
縦
糸
に
し
、
本
邦
初
公
開
の
原

典
、
九
百
頁
の
「Ｔ
ｈ
ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
」(Jam

es
A
.M
ichener

著)

の
大
作
の
一
部
を
横
糸
に
し
て
、
巧
み
に
一
枚
の
布
が
織
り
上

が
る
よ
う
な
長
編
推
理
小
説
が
完
成
す
れ
ば
と
目
論
ん
だ
。

こ
の
原
典
は
、
ア
マ
ゾ
ン
で
調
査
し
て
み
る
と
米
国
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
由
、
な
の
に
日
本
で
は
殆
ど
翻
訳
も
さ
れ
ず

読
ま
れ
て
も
い
な
い
。
縦
糸
を
織
成
す
神
奈
川
県
に
起
こ
る

「業
務
上
過
失
致
死
」事
件
は
、
大
学
時
代
の
友
人
の
体
験
談

を
提
供
し
て
く
れ
た
の
で
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。
最
初
、
こ

れ
だ
け
で
社
会
派
推
理
小
説
を
執
筆
す
る
予
定
だ
っ
た
。

偶
然
、
昨
年
暮
の
大
掃
除
で
、
机
の
周
り
整
理
中
に
、
分
厚
い

Ａ
４
版
の
自
費
出
版
翻
訳
本
を
見
付
け
た
こ
と
が
構
想
の
発
端

で
あ
る
。
手
を
休
め
て
つ
い
読
み
耽
っ
た
。
翻
訳
者
は
、
元
会
社

先
輩
の
高
原
伸
輔
氏
で
あ
っ
た
。
自
費
出
版
と
い
っ
て
も
、
本
当

に
全
く
自
分
独
り
で
、
翻
訳
・印
刷
・
製
本
・
装
丁
を
こ
な
し
、

全
部
で
二
十
五
冊
出
版
と
い
う
限
定
本
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な

一
冊
を
謹
呈
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
の
ユ
ダ
ヤ
の
歴
史

物
語
の
壮
大
さ
に
感
服
し
た
。
米
作
者
は
、
現
代
考
古
学
者
の

語
り
部
を
登
場
さ
せ
、
数
千
年
前
の
聖
地
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
架
空

の
遺
跡
発
掘
の
町
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
ｒ
に
連
れ
て
行
く
。

こ
の
架
空
の
町
を
舞
台
に
、
発
掘
順
と
逆
に
、
遺
跡
の
下

層
か
ら
上
層
に
向
っ
て
物
語
は
展
開
す
る
。
本
の
目
次
に
よ

れ
ば
、
全
体
は
層
１
５
～
層
１
に
分
か
れ
て
い
て
、
全
体
文
の
前

後
を
「廃
丘(

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ=

ア
ラ
ブ
語

artificial
hill
co
v
e
rin
g

the
ruins
of
an
ancient
city

の
意)

」
と
い
う
部
分
が
挟
ん

で
い
る
。
Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
ｒ(=

ア
ラ
ブ
語

S
o
u
r
c
e

の
意
）
は
正
に
源

で
あ
る
。
カ
ナ
ン
・
ヘ
ブ
ラ
イ
人
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
聖
地
エ
ル
サ
レ

ム
、
バ
ー
ル
神
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
と
く
れ
ば
、
脳
裏
に
想
起
す
る
の

は
、
奇
妙
で
不
思
議
な
「
日
猶
同
祖
論
」
で
あ
っ
た
。

に
ち

ゆ
ど
う

そ
ろ
ん

「日
猶
同
祖
論
」と
は
、
「日
本
猶
太
同
祖
論
」つ
ま
り
日
本

ユ
ダ

ヤ

人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
祖
先
は
同
じ
、
も
し
く
わ
先
祖
に
お
い
て
、

何
ら
か
の
つ
な
か
り
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
説

の
こ
と
で
あ
る
。
「神
道
ユ
ダ
ヤ
同
祖
論
」と
も
言
わ
れ
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
儀
式
と
、
神
道
の
儀
式
に

非
常
に
類
似
点
が
多
い
と
い
う
説
で
あ
る
。
信
奉
者
は
、
意

外
に
も
両
国
共
通
し
て
存
在
し
て
居
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
八
百
万
の
神
々
と
い
う
、
堕
落
し
た
日
本
神
道
で

な
く
、
一
神
教
時
代
の
旧
神
道
、
所
謂
天
皇
制
神
道
を
復

活
せ
ん
と
し
た
江
戸
時
代
の
傑
出
し
た
国
学
者
が
い
る
。
明

治
初
年
の
神
仏
分
離
や
廃
仏
棄
釈
運
動
に
ま
で
繋
が
っ
た
、

過
激
思
想
の
革
命
家
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
田
篤
胤
で
あ
る
。

「
わ
た
し
は
、
お
て
ん
と
う
さ
ま
も
見
ず
に
死
ぬ
」
と
い
っ
て

座
敷
牢
で
非
業
の
狂
い
死
に
し
た
、
島
崎
藤
村
の
父
、
島
崎

正
樹
も
、
平
田
篤
胤
の
死
生
観
に
猛
烈
に
傾
倒
し
た
信
奉

者
で
あ
っ
た
と
、
島
崎
藤
村
の
研
究
家
で
知
ら
れ
、
著
名
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
梅
本
浩
志
氏
が
著
書
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

「
島
崎
藤
村
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
」(

社
会
評
論
社)

に
よ
れ

ば
、
最
初
平
田
篤
胤
は
、
同
じ
国
学
者
の
本
居
宣
長
の
著
作

に
触
れ
、
そ
の
門
を
叩
く
が
や
が
て
、
師
の
タ
ブ
ー
を
超
え
耶

蘇
教(

キ
リ
ス
ト
教)

の
「ヤ
ハウ
ェ
」思
想
を
包
括
的
に
取
り
込
み

「霊
能
真
柱
」を
三
十
七
歳
で
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

た
ま
の
み
は
し
ら

極
在
り
来
り
の
「日
猶
同
祖
論
」
で
は
、
面
白
み
に
欠
け
る

き
ら
い
と
な
り
は
す
ま
い
か
？
同
祖
的
な
タ
ッ
チ
が
あ
っ
て
も

構
わ
な
い
か
ら
、
今
日
本
が
抱
え
る
様
々
な
社
会
問
題
で
、

古
代
猶
太
と
日
本
が
通
じ
る
「
日
猶
同
通
論
」
に
仕
立
て
直

ユ
ダ

ヤ

に
ち
ゆ
ど
う
つ
う
ろ
ん

そ
う
と
野
心
燃
や
し
て
執
筆
決
意
し
た
次
第
で
あ
る
。

米
作
者
の
壮
大
な
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
歴
史
の
叙
事
詩
の
力
を

借
り
て
、
こ
の
日
本
を
浮
き
彫
り
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

作
品
に
七
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
盛
込
ん
だ
。
そ
こ
で
は
根
底
に

熟
年
も
含
め
た
日
本
の
男
社
会
が
、
間
違
い
な
く
可
笑
し
く
な
っ

て
い
る
兆
候
を
描
い
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

１
．
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
若
者

２
．
技
術
開
発
の
評
価
体
制

３
．
考
古
学
の
魅
力

４
．
天
下
り
官
僚
の
贈
収
賄

５
．
異
常
気
象
の
豪
雪

６
．
登
山
人
気
や
登
攀
の
世
界

７
．
最
近
の
ヨ
ー
ガ
ブ
ー
ム

妻
永
井
真
琴
を
作
品
の
語
り
部
に
、
夫
の
永
井
剛
一
朗
、

長
男
剛
志
、
腹
心
の
部
下
田
口
泰
雄
、
隻
腕
登
山
家
梅
沢

紀
夫
他
を
登
場
さ
せ
た
。
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
と
現
代
を
繋
ぐ

た
め
の
伏
線
と
し
て
、
夫
永
井
剛
一
朗
の
臨
死
体
験
・
幽
体

離
脱
を
、
前
世
言
語
を
解
し
、
中
東
に
憧
れ
ヨ
ー
ガ
の
大
陽

礼
拝
に
惹
か
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
目
指
す
息
子
剛
志

の
オ
カ
ル
ト
的
な
霊
能
力
を
配
し
て
み
た
が
如
何
だ
ろ
う
か
？

成
功
し
た
か
否
か
は
読
者
の
意
見
を
待
つ
し
か
な
い
・
・
・
。

了
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執
筆
随
想
録-

Ⅴ

ー
平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
記
す
ー

大
陽
礼
拝

た
な
か
踏
基


